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午前１０時００分 開会

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはようご

ざいます。

全員の出席でございます。

これから、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

７番。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） 昨

日開催されました、第３回定例会に伴う議会

運営委員会の協議の結果を報告いたします。

本日は、昨日に引き続き、一般質問を行い

ます。

次に、報告第１７号の報告を受けた後、議

案第８１号から議案第９０号までの各会計の

決算認定について、提案理由の説明を受け質

疑を行った後、令和元年度決算審査特別委員

会を設置し、休会中の審査といたします。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 一般質問

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 昨日に引

き続き、一般質問を行います。

それでは、答弁から始めます。いいです

か。

答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） お答えをいたしま

す。

里見が丘の商店街の今後についての御質問

だったというように思っております。

里見が丘の商店街でありますけれども、昭

和５２年に誘致をしてということで、昭和５

０年代当初の建物ということで、商店も非常

に老朽化をしてきているのかなというように

思っています。

そういった中で、営業継続しているお店も

だんだん少なくなってきて、今では３軒くら

いということで聞いております。

この間、高速道路が足寄のインターチェン

ジができたりだとか、車の交通事情も随分変

わってきて、車の流れも変わってきていると

いうようなことで、昔ほどの交通量もやはり

なくなってきたのではないかなということ

で、お客さんもやっぱり減少してきているの

ではないかなというように思っております。

そういった中で、商店街も非常に寂しいよう

な状況になってきたのかなというように思っ

ているところであります。

今、街の中でもなかなかお店がやっていけ

ないというか、お店がだんだん減ってきてい

るというよう状況の中で、里見が丘の地区で

商店をまたさらに増やしてやっていくという

ようなことは、やはりかなり厳しい話になっ

てくるのかなというように思っておりまし

て、現段階では商店街のこれまで以上の活性

化だとかということは、今段階では望めな

い、そんな状況なのかなというように考えて

いるところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 現状は分かりまし

た。

私が一般質問でお聞きしたのは、現状はど

うなっているか、それをどのように整理され

ているか、そして、目指すべき将来像はどう

いうふうに捉えているかということをお聞き

したかったのですけれども、それについては

一切触れられてませんね。現状だけでの答弁

です。将来像については、どうすべきだと

か、どうしようとかというのは、そういうの

は今の時点では全然持ち合わせていないとい

うふうに捉えていいのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 将来像ということで

ありますけれども、今お話ししたように、現
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状の中では今の商店街をさらに活性化するだ

とかというような、そういったような状況で

はないのかなというように思っておりますの

で、将来的にもあの地区を活性化するだと

か、商店をまたさらに誘致をして活性化して

いくですとか、そういったことは今考えられ

ないなということでありますので、将来像と

いうことでいきますと、やはりまだまだ描け

られるような状況ではないのかなと。まだま

だもう少し様子を見ながら、今後どうしてい

くのかというのを考えていかなければならな

いのかなということで考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 昨日、商店街という

のですか、食堂街というのですか、のところ

にごみがあるとか、ガラクタがあるとか、も

し仮にですよ、芝桜が成功してあそこに町外

から人が来られて見に行ったときに、えっ、

これが芝桜公園なのと言われてしまうのでな

いかという現状がありました。そのことも含

めて、今なら１０年後と見やすいのでないか

と思うのですよ。あそこの１０年後どうなっ

ているか。三笠通りのように、もっと言えば

もっとひどくなるのでないかと思うのですけ

れども、１０年たったら今でさえ老朽化して

いる建物が、さらにもっとひどくなりますよ

ね。そこになおかつ住んでいる人がいなく

なってきて、営業する人がまた減ってくると

なると、ますますひどいことになるのでない

かと思うのですよ。そうなってしまってか

ら、さあ、どうしようといっても遅いのでな

いかという思いがあるのですね。だから１０

年先を見越して、今ならまだ１０年先こうな

るのでないかという予想つけられると思いま

すので、今から何らかの手を打っていく必要

があるのでないかなというように思うので

す。もちろん町が勝手にあなた方どけなさい

と、更地にしますからというわけにはいかな

いでしょうから、あそこに住んでいる方たち

も含めて、今は商店組合ですか、ないという

ことですからね、住んでいる方たちの意向も

きちっとくみ上げながら、どうすべきかとい

うところをやっぱり探っていく必要あるので

ないかという思いがあるのですよね。その辺

についてはどうでしょうか。そういうにでき

ないかということですよ。今すぐどうこうと

は言わないですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 昨日もお話ししてお

りますけれども、今回の再整備計画を策定す

るときに、商店の方たちにもお話を聞いてい

て、やはり商店の方たちもこの後どうなって

いくのかなというところの心配というのがあ

ると。ここをどうしていこうかということよ

りも、やっぱり意見の中ではやっぱりこの後

どうなるのかなという心配のほうが多かった

というようなことも聞いておりますので、や

はり残っている、もともとは１０軒ぐらい

あったところが、残っているところもあと僅

かというような状況になってきているという

ところで、やはり今後の心配というのがある

のかなと。やはりそういったことでいくと、

あそこのところをまたさらに今ある店を、も

う店閉めたところをまた誰かが、変わった違

う人が入って継続するだとかというのはなか

なかこの後厳しいのかなというように思って

います。

あそこの土地については、足寄町の土地に

なるわけですけれども、それぞれの建物とい

うのはそれぞれそこに入ってこられた方たち

の建物だということになっていますので、お

店もう既にやってなくて使ってないよという

ところも、それぞれ個人の建物となっていま

す。

そういったことで、最終的に使わなくなっ

て壊して更地にして戻していただくというこ

とも当然必要なことになってくるのかもしれ

ませんが、やはり建物をどうするのかという

のはやはりそれぞれの個人の考え方というの

もやっぱりあるのかなというように思ってい

ます。

ですから、なかなか簡単に今、田利議員さ

んも言われましたけれども、簡単にどけてく



― 5 ―

ださいだとかというようなことだとかはなか

なかできませんので、そういったことも含め

て今後どうしていくのかというのはそれぞれ

の建物の所有者の方だとか、それから今まだ

営業されている方だとか、そういった方たち

といろいろと話をしながら進めていかなれば

ならない問題であって、町でこうしますだと

かというのを今すぐにできるものではないの

かなというように考えているところでありま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 町長言っていること

はよく分かります。ただ、一番上に本別だと

言ってましたよね、ドライブインの壊れたと

ころありますよね。あれを早くよけてくれと

いう要望はずっと出てますよね。あれが全部

と言いませんけれども、ああいう感じで商店

街がらがらと残ってしまったらどうしますか

ということですよ。１０年後ですよ、あるい

は１５年後。そうなる前に、そこにいる方の

けてくれというのではなくて、そこにいる方

たちの意見交換を含めながら、あるいは条例

をつくるだとかというのを含めて、我が町足

寄の玄関口のところをこういうふうにしたい

のだというところを、現在住んでいる人も含

めて合意の上で、もしそこを使わなくなった

場合にはきちっと更地にして町に返していた

だくだとか、そういうことができる、それが

当たり前になるような仕組みというのでしょ

うか、そういう思いというのでしょうか、住

んでいる方たちの。そういったことができる

ような取組を現地の人たちと意思疎通を図っ

ていくというのでしょうか。もっと言えば、

行政でいえば条例をつくって、そういうもの

を目指していくというふうにすべきではない

かというように思っているのですね。そんな

こともぜひ検討していただきたいと思いま

す。今すぐ分かったと言わなくて結構です。

検討していただきたいというふうに思いま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今お話あったドライ

ブインの関係だとか、それも当然私どもとし

ても今きちんと所有者が分かっていて、今ま

だ土地代などは頂いてますので、そういった

ことで建物があって、そこの土地を使ってま

すよという方たちには、それぞれ土地代も頂

いておりますので、まだ所有者が分かってい

るわけですね。ドライブインのように所有者

がどこに、今は分かっているようですけれど

も、どなたが所有しているのか分からなく

なったりだとか、解体してくださいという話

をしてもなかなか簡単に解体してくれないだ

とか、そういうようなことがあってなかなか

解決に至っていないという部分もあるのです

けれども、そういうことがやはり将来的に起

こりえないかという、そういう心配というの

はやっぱりあるというように思っているので

すね。ですから、今きちんと所有者が分かっ

ている間に、亡くなられたりだとかして相続

だとか何とかとなると、なかなか大変なこと

になってきますので、なるべくそういう間に

その後の建物のどうしていくのかだとかとい

うことを、やはり所有者の方たちとお話をし

なければならないのだろうなというふうに

思っているところであります。

ただ、やっぱり解体するにはやっぱり大き

なお金がかかったりだとかしますし、ただ壊

すだけで、あまりそれによって利益が上がる

だとかということもないわけですから、なか

なか簡単に解体だとかというのも難しいのか

なというふうに思っていますけれども、いず

れにしても将来的に廃屋がずっと並ぶよう

な、そんなことになってはやはり大変なのか

なというように思っておりますので、すぐに

どうのこうのということにはなかなかならな

いと思いますし、今営業もやめられてもう何

年かもたって、そのままになっているという

方たちもいますけれども、今のところはきち

んと土地代等を支払っていただいたりとかし

てますので、そのあたりは今後も、すぐにと

はいかないと思いますけれども、お時間をか

けて今後どうしていくのかというのを検討し
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ていきたいなと、お話をしていきたいなとい

うように思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） ぜひそういう方向で

検討していただきたいと思います。今だった

らまだ所有者がはっきりしていると。だけれ

ども、もう少しすると、今いる方がいなくな

る、あるいは転居してしまったり、亡くなっ

たりして、孫とか何かに移ってしまうという

ことありますよね。そうなったらもう今度は

それこそ本当に解体してほしいといっても、

連絡も取れないとか、返事もくれないとかと

なってしまいますよね。そうなってからでは

遅いというふうに思ってますので、総務課の

関係になるのだと思うのですけれども、上利

別の関係でもそういうのがあったのです。何

回も来ているのだけれども、本人から役場の

ほうに電話が行って何とかしてくれといっ

て、役場の職員が受けるのですけれども、そ

のことをきちんと返さないと、町民の方に。

どうなっているのだと、また行ったら言われ

るのですね。そのようなことがあって、そん

なふうになってしまってからではもう本当に

遅いのだと思いますので、ぜひそういう方向

で検討していただきたいと思います。これ以

上は言いません。

昨日ちょっと抜けていたのですけれども、

フラワー園のことにちょっと戻ります。

維持管理費が平成７年から２６年までで１

億６,０００万円だと、当時そういう答弁さ

れてましたと言いましたけれども、その後に

さらになおそのほかに平成２２年からしか資

料がないけれども、毎年２００万円から４０

０万円の費用をかけて、除草などの維持管理

を行っていましたという答弁があるのです

ね。それ私抜かしてしまったのですね。それ

足すと、これまで３１年まで含めたら２億円

超えるか、内外のお金をかけて維持管理をし

ているということになると思うのですよね。

そけれがまず一つです。

それから２つ目、町長の昨日の答弁改めて

読ませてもらいましたら、ここで受けている

と、すぱっと入ってこないのですよね。読ん

でみましたら、「引き続き、管理方法の工夫

を行うなど、適切な維持管理に努めてまいり

ます」と。維持管理の手法が確立していない

中で、町長の言うように、適切な維持管理に

努めてまいりますというだけでは、現行のま

ま行ってしまうのではないかという気がする

のですよ。だから、昨日の答弁、ちょっとこ

れだめでないかという気がしたのです、私

ね。それが２つ目です。

３つ目ですけれども、もう一つ課長が答弁

してくれましたけれども、視察に行って、東

藻琴の公社の方からいろいろ聞いてきたと。

聞いてきた結果には当然個人で行ったわけで

ないでしょうから、足寄の芝桜の現状はこう

ですと多分写真だって持っていったと思うの

ですよね。これ見てくださいと、これどうし

たらいいでしょうかという話もしたと思うの

ですよ。その結果として、こういうふうにし

たらいいですよというふうにいろいろアドバ

イスを受けてきたと思うのですね。それらが

きちっと行った方がまとめた資料なり、ある

いは維持管理のノウハウなりが残っていると

思うのですよ。それに基づいてなぜきちっと

やれなかったのかというのが疑問だったので

すね。それは私の疑問なのですけれども。結

果、課長の昨日の話全部聞いていても、結果

的には町としてフラワー園の維持管理の具体

的な管理手法といいますか、確立してないの

だと思うのですよ。確立しているのだった

ら、大丈夫だと、来年見てみれといえば別で

すけれどもね。昨日の話だけでは確立してな

いのだと思いました、私は。

それで、そういう中で、建設課のほうがな

おかつ民間の業者の方に一括してお願いした

としても、その民間の業者がいろいろな技術

や知識を持っている業者なら別ですけれど

も、でなければ多分うまくいかないだろう

と。結果そのとおりうまくいってなかったの

だと思うのですよね。そんなことが昨日のや

り取りを感じていて、結論ですけれども、こ
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こで一旦立ち止まっていただいて、きちっと

考える必要あると思うのですね。これまでか

けてきた費用についてきちっと検証すると。

それから、これまでの答弁の内容、私が一般

質問、一番最初にしたのが８年前ですから、

８年前のときからこういうふうにやりますと

いった答弁あるのですね。その答弁のとおり

実際に実行されてきたのかどうかという問題

ですよね。そのされた結果がどうだったのか

という意味での、含めての検証です。それす

る必要があると思うのですね。そして、コロ

ナではないですけれども、科学的知見に基づ

いた維持管理の手法をきちっと確立されてい

るのかというところを確認しなければだめだ

と思うのですよ。ところがされてないのだっ

たらば、本当に立ち止まって一旦やめるべき

ではないかと思うのですね。そこまでの判断

をするぐらいの検証作業をやっていただいた

ほうがいいのではないかというふうに思って

ます。

さっきも言いましたけれども、例えばあそ

この商店街がずっとそれぞれきれいになくな

つたとしても、廃屋で残っているよりはきれ

いになくなって、いろいろな展望台も残って

ますから、公園があったとしてもいいと思う

のですよね。廃屋があって公園がきれいに

なってもだめだと思うのです。だから、両者

きちっとやっぱりなってなければだめだと思

うのですね。そこら辺のところも含めてやっ

ぱり本当にある意味、立ち止まっていただい

て、これまでの経過についてきちっと検証し

ていただいて、そして、芝桜については本当

に東藻琴や滝上のようにきちっとできるとい

う、ノウハウをはっきりさせた上で民間業者

にこんなふうにやってくれと、こういうふう

にやってくれというふうに言えるところまで

のものをつくってからやらないとだめでない

かというふうに思いがするのですね。でない

と、来年度やってまた５年後にはきれいにな

りますよといって、なるかどうかと心配があ

りますからね。そこのところきちっとお願い

をしたいと思います。これがフラワー園のと

ころのまとめにしたいと思います。

次に行きます。

私今回、何というのだろう、事業が５年と

か１０年とかとかかるような長い事業、フラ

ワー園もそうですけれども、そういった事業

について、８年前にこうやって提案をして、

一般質問をして回答を頂いてます。そのとき

には検討しますとか、こうやっていう、なり

ますよね。その当時にもうできませんと、そ

れやる気ありませんというずっぱり断られた

なら別ですけれども、検討しますと言われた

やつについてどうなったかと、中間でも聞い

ているけれども、また今回も聞かなければら

ないのですけれどもね。８年間進まないとい

うことはきちっとやっぱり検討されてないの

でないかと思わざるを得ないのですね。そう

いう思いがある。何かというと、出会いの森

のところで、木の実がなるところ、出会いの

森の散策路歩いていると、例えばブドウです

とかコクワですとか、そういうような木の実

のなる場所があってもいいのではないかと

いったら、それはもう既に植えてあるという

話がありましたけれども、そんなやつをもう

少し充実してもいいのではないのかという提

案ですね。

それから炭焼き窯の設置、これも前町長が

魅力的な取組だと、それで金が儲かるという

ことではないけれども、体験学習に使うとい

うことにはいいかもしれない、検討させてく

れというふうに言ってました。

それから里見が丘公園に来られる方が年間

キャンプされる方で７００名ぐらいだそうで

すけれども、その人たちに例えば里見が丘公

園の植生ですとか、昆虫ですとか、いろいろ

なものを含めて、案内をするための資料が必

要だというふうに言ったら、それも分かる

と。その資料を収集のために誰が責任を持つ

かということは、それが町だというふうに町

長が言ってました。そのために道内各自治体

の事例を参考にしながら、今後検討していく

というふうに中間では言っているのですね。

それがどうなったのかということがあるので
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す。今すぐどうこうしてくれと、私は思いま

せんけれども、こういったように８年前から

ずっと系統的に言ってきたことについて、い

つまでたっても進まないとなったら、それは

もうできないとか、あるいはやる気がないの

だと、やる必要がないのだというふうに判断

すればきっぱり切ってくれればいいのだと思

うのですよ、僕に言わせれば。それはできま

せんからやめますというふうに言ってもらっ

たほうが、こっちとしてはすっきりすると思

うのですね。いつまでもずっと検討しますと

いうふうに言われると、いつ検討してくれる

のだろう、どこの段階で具体化するのだろう

というふうに思いますよね。だからこっちと

しては、系統的にどうしてもやっぱり検証し

ていきたいと思ってますので、言いっ放しで

聞きっ放しではだめだと思ってますから、そ

ういうふうに検証したいという思いで、今

やっているわけですけれども、そんなことが

新たに思います。

それで、今言った炭焼き窯の設置の件です

とか、ガイド資料の集積だとかと、これにつ

いてはどんなものでしょう、今の現時点で

は。改めてちょっとお聞きしたいと思いま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 今議員仰せの木

の実の森だとか、炭焼き窯の設置だとか、

ちょっと一つずつという説明になろうかとは

思うのですけれども、木の実の森につきまし

ては、生管林、生活管理用保全林整備事業の

中で木の実の森を植えていただいたという経

緯があります。計画当時には、そういった植

わってはいたのですけれども、実際にその後

の維持管理がなされていなかったという部分

もありまして、現状では野生化してしまいま

して、分からない状態になっているというの

が実情です。

今後におきましては、森の資源の有効活用

というような利用促進については図ってまい

りたいと思っているのですが、そこの維持管

理まではやらないというか、できないという

ふうに考えております。

炭焼き小屋につきましては、再整備の見直

しの検討のときに当たって、令和２年１月に

町民の意見等を募集をしてきたところでござ

います。その際に、炭焼き窯の設置等の意見

がありませんでした。しかしながら、再整備

検討委員会の中では、炭焼き小屋というよう

な話も出てますということで検討は行ってき

たところですが、確かに炭焼き小屋の設置だ

とか技術の継承については必要という認識は

あるのですけれども、今の現状でいけばそこ

まで至っていないと。これにつきましても、

森林管理の発生材の園内活用という方向の整

理というような形で整理をさせていただいて

おります。今後において、町民から多くの声

が出て、そういった炭焼き窯の設置が必要だ

よとかいう要望が出てきたら、今後、今利用

者協議会という会を設置をしながら、里見が

丘公園の管理運営方法などについて話合いを

していきたいというふうに思っていますの

で、その中で協議をしていきたいなというふ

うに考えております。

ガイドの養成につきましても、あの当時、

たしかまだできないような言い方をしていた

のですが、現在に至っても、そういったボラ

ンティアだとかでガイドのところのやってい

ただけるというような人が、今現在では見つ

かっていないというのが現状で、今後そう

いったことについても利用者協議会の中で協

議をしながら進めていきたいというふうに考

えております。

あとガイドマップにつきましては、当時環

境整備等は、調査等は行ってつくったらいい

のではないかという話も伺ってきたところな

のですが、現状ではそこまでできていないと

いうのが現状で、これにつきましても、これ

から出会いの森がどういうふうに発展してい

くかというような状況の中で、利用者協議会

の中でそういったことも必要だねということ

になれば作成をするし、そこまでしなくても

いいのではないかということであれば、現状

のまま利活用をしていただくというような形
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で考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 昨日の町長の答弁の

中に、森の自然資源の有効活用と何か所か出

てきましたね。そういう意味も含めて、今課

長が答弁されたことについては、必要でない

かという思いがあるのです。今、課長マップ

と言われましたけれども、私言ったのはマッ

プももちろん必要ですし、キャンプ場の管理

人さんのところに、あそこ歩くのに分かりや

すいようなマップが必要だと僕は思ってます

けれども、それもあるのですけれども、ガイ

ドする場合の、まだガイドブックはできてま

せんから、もちろんですけれども、そのため

の先の資料を集めてくれませんかと言ったの

ですよ。それは誰が集めるのですかといった

ら、それはやっぱり行政だと答弁だったので

す。だとしたら、行政がちょこちょこと集め

てくれているのかなと思ったら、まだ集めて

くれてないということなのですね。何を集め

てほしいかといったら、あそこの里見が丘の

地質だとか植生だとか、昆虫だとか、水生昆

虫だとか、魚、魚類だとか、鳥だとか、そう

いった関係のどんなのがいるのか、どういう

歴史の中でこうなっているのかというやつの

分かるような資料をきちんと集めておく必要

があるのでないかと。それがあれば、後でガ

イドブックに校正できますよね。そういった

ものが準備として集めておく必要があるので

はないでしょうかという提案をしたのですけ

れども、それは否定はされなくて、集めてお

きますということだったと思うのですよ。だ

けれども、いつまでたっても集まってます

と、ここまで来てますとかという話が一向に

ないものですから、ああ、やっぱりやられて

ないのだなと思っていたのですね。それはそ

ういうことで、ぜひ改めてお願いをしておき

たいと思います。今ここで、いや、それはも

うする必要ないからやりませんといえば別で

すけれども、そう否定されないのであれば、

ぜひお願いをしたいというふうに思います。

それはいいでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） ガイドブックの関係

でありますけれども、資料の収集ということ

でお話がございました。

やっぱりかなり専門的な知識というのがな

いと、なかなかこれは集められない話であり

まして、役場で、では集めようかといって

も、これはなかなか役場だけで集められるよ

うなものではないのかなというように思って

います。

やっぱり本当にやるとすれば、あそこの

中、森の中を全部調査をかけて、そこの植生

だとか、木の樹種がどんなものがあって、そ

の中にどんな昆虫がいて、どんな動物がいて

というようなことをやっぱりきちんと調べな

かったら、なかなか難しいのかなというよう

に思っておりまして、それは当然誰がやるか

と、もしもやるとなったときに誰がやるかと

なったら、それは役場がやらないと、ほかに

やってくれるような人は多分いないと思いま

すので、だと思うのですけれども。今、そう

いうことが本当に必要なのかどうなのかとい

うところ、今すぐにやらなければならない課

題なのかと考えたときに、今まだまだそこま

では行ってないのかなというように思いま

す。もしもそういうものができたら、例えば

ネイパルに来られた子どもさんたちだとか、

それから先ほど言われたようにキャンプに来

られた方だとか、そういった方たちにお渡し

をして、この森の中にはこんな動物がいて、

こんな木が生えていて、こんなところがある

のですよというようなところを知っていただ

くという部分については、非常によいことだ

なというように思っておりますけれども、今

すぐにやらなければならない課題なのかなと

考えると、もうちょっと後になるのかなとい

うように思ってまして、改めてまた今提案頂

いた部分については、今後の部分で、例えば

今再整備の中ではやっぱりなかなか難しいの

だろうなというように思っています。今後、

出会いの森ですか、出会いの森の整備だと
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か、そういったものがこれからは、前の整備

の中ではいろいろとお金もかけていろいろな

ことをやっていこうかなというところであっ

たのですけれども、なかなかできない部分も

あって、これからは徐々にやっていこうとい

うことでありますので、そういった部分もや

りながら、そういう課題がそのときであれば

できるかなというようなときがあれば、やっ

たほうがいいのかなというように思っていま

す。

そんなことで、すぐにやらなければらない

課題かどうかと考えたときには、今の段階で

はないなというように考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） 分かりました。これ

以上継続して話を進めることはやめることに

します。

ただ一つだけ言っておきたいのは、前にも

言ったのですけれども、津別のノンノの森の

話を以前話しました。あそこもきちっとガイ

ドさんがいて、すごいおもしろい話ししてく

れるのです。そのためにやっぱり今言ったよ

うな資料をきちんと持っているのですよね。

だから博物館の館長さんにお会いしたら、足

寄の地層はこうだ、何万年前はこうだった、

これだったんだよという話をするわけでしょ

う。さも見てきたように話をされるわけです

よ。ああいう話が基礎にあればおもしろいの

だと思うのですね。里見が丘キャンプ場に固

有のチョウチョがいるという話を前にしまし

たけれども、それをわざわざ僕らは知らない

けれども、町外の人たちがそれを収集に来る

という例もありましたしね。それから黒松内

のブナの森などもそうですね。ここで町長の

答弁の中で言っているように、森の自然資源

を有効活用という点では、そこはきちっと生

かされていると思うのですよ。それをやっぱ

り今すぐはできませんけれども、そういうふ

うに先を見通して、今ペグをきちっと打って

おくということが必要だというふうに思って

いますので、ぜひその辺も含みおいていただ

きたいと思います。

次に行きます。

この質問するに当たり、足型公園というの

ですか、親水広場というのでしょうか。あそ

こも見てきました。公園はきれいに整備され

ているのですね。そこからネイパルに、上に

上がっていくときに、大きな看板があるので

すけれども、看板がもう色剝げていて、そし

てネイパルに行くための順路がないのです

よ。町長の答弁の中にもあります。サインを

きちっとするという話がありましたから、そ

の中に、どこだったかな、キャンプ場に入る

ところの国道から入ったらすぐのところの看

板が壊れてなくなってます。それからキャン

プ場の駐車場のところの看板もそうです。そ

れから炊事場のところの看板もそうですね。

それと今言った足型公園のところの大きい看

板。どれも全部立っているというのもありま

すけれども、中に貼ってあるやつがもう色剝

げてきているのですよ。なおかつ抜けている

のが、ネイパルに行く順路が入ってないので

すよ。ぜひあれ入れてほしいなというふうに

思いますね。それは多分要望の中につかまれ

ていると思うのですけれどもね。

それと、もう一つ足型公園に行ってみて

思ったのですけれども、あそこでどんなふう

にして、この間利活用されているのか。そう

いう形態などというのは分かりますでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 足型公園の利活

用ということで、どういうような使われ方を

しているかということでしょうか。

現況は、子どもたちが遊びに行って、泥遊

びをしたり、それから子どもセンターの園児

が散歩で行ったり、遠足で行ったりというよ

うなことと、あとは先ほど議員仰せのネイパ

ルから下へ通っていく間の通路というような

形の活用というふうには聞いているのですけ

れども、そのぐらいの状況しかちょっと今の

現在のところでは把握はしておりません。

以上でございます。
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○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） なぜ聞いたかという

ことなのですけれども、私行ってみて思った

のですけれども、親水ゾーンとなってますよ

ね。水に親しむ場所だと思うのですけれど

も、あそこに入って遊ぼうというふうに

ちょっとならないのでないかなと思ったので

す。なぜかというと、水汚いのですよ。なぜ

水汚いのだろうというふうに思ったのですけ

れども、それを見たくてずっと上、散歩道全

部歩いてみようと思ったのですけれども、膝

痛めて歩けなくて、断をしたのですけれども

ね。多分、上の山の関係というのでしょう

か、植生の関係もあるのかなと思ったのです

よね。上に畑はつくってないですよね。酪農

家がいるわけでないですから、水が汚れるは

ずはないのかなと思うのだけれども、やっぱ

り水が汚いのとどろが混じっていて、あそこ

でせっかく足型公園があっても遊ぶというふ

うにならないのではないかなという感じがし

たものです。もちろんそれは私の感触ですか

ら、正しいとは限りませんけれども、そんな

感じがしました。そんなことも含めて、森の

力を復活させるという取組がやっぱり必要な

のかなというふうに思います。

それと一つは、これは基本構想の中にある

のですが、佐野川散策路というのがありまし

て、これは多分もうやらないのだろうと思う

のですけれども、何橋といったかな、しょう

よう橋からせいたい橋まで、これは全くつな

がってなくて、ここも計画には入っている。

これはももちろん基本構想の２６年版ですか

ら、これはもうやらないのかもしれません。

それからもう一つは、今はみちがみ橋から

しょうよう橋までのところの散策路はできて

いるのですね。ところが川に架かっている木

柱塀というのでしょうか。あれが全部壊れて

腐っていて、危ない状況になってますね。そ

れで、３年前でしょうか、私十勝振興局のほ

うに要望を出した、僕らの十勝の議員団で要

望を出したときに写真を撮っていって、時間

がないから説明する暇ないのですね。写真何

番見てくださいと、こんなふうになってま

す、こんなふうになってますと写真のナン

バーを示して、どうしますかといったら、こ

れは道の責任で直しますと言うのです。その

ときは木柱塀と鉄管を打ってロープ張ったや

つと、それから茶色い金属の今ずらっとなっ

ているやつと、それから無色の道路表示板み

たいなのでつくったやつの４種類あったので

すよ。この４種類あるのだけれども、どれで

やるのですか、統一してやる気ありますかと

いったら、茶色のやつで全部統一しますとい

う答弁だったのですね。この前行ってみた

ら、芳賀橋と横山橋というのですか、そこの

中間までは茶色の金属の塀で全部統一されて

できてました。あと残りは金属のパイプを

打って、ロープをきちっと張っていました。

以前はロープがふにゃふにゃと弱く感じて

あったのですが、今きちっと張ってありまし

た。

その中に、北海道との管理協定があるので

という文章があるのですね、その基本構想の

中に。これはどんなものかと細かいことはい

いのですけれども、要するに、例えば佐野川

の散策路、ほとんど活用する人がいないと。

あるいはこれ廃止してもいいのかというふう

に考えた場合ですよ。それに管理協定が引っ

かかるのかどうかというところをお聞きした

いのですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 先ほど佐野川の

管理協定というような意見だったので、

ちょっと若干説明をさせていただきます。

管理協定につきましては、先ほど議員仰せ

の足型公園の下の広い親水広場の部分の管理

協定については結ばさせていただいて、基本

的には北海道建設管理部のほうで土砂上げ

等々やっていただけるというような協定を結

んでおります。今仰せの散策路については、

もともと佐野川の管理用道路、建設管理部の

ほうの管理用道路という形で設置をされてき

たところなのですけれども、そこは足寄町が

場所を占用、お借りをして散策路として整備
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をさせていただいております。なので、その

部分についての維持管理は足寄町で行って、

先ほど仰せの塀、柵だとかは建設管理部で行

うと。簡単にやめれるのかということだった

のですけれども、一応占用を出していますの

で、占用をやめるに当たっては、元の形に戻

して返すということになるのですけれども、

現在のところ、一応動線としてネイパルから

下に下りてきて、まだ先ほど行ったしょうよ

う橋、せいたい橋の間は何も手はつけてない

のですけれども、歩く道としてのコースとい

うような形が残ってますので、そこについて

はこれからも必要最小限の維持管理をしなが

ら、残していきたいというふうに考えており

ます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） この散策路ですけれ

ども、かなり利用されているのでしょうか。

歩いてみた感じは人が出てなくて、歩きにく

いなという感じあるのですけれども、地面は

いいです。ウッドチップ敷いてあっていいの

ですけれども、周りの環境というのでしょう

かね。利用の頻度というか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 利用頻度と言わ

れましたが、実際のところ誰でもいつでも通

れるというような形になっていますので、改

めてそこをどのぐらい人が通っているかとい

う調査等は行っていないので、現在のところ

は把握してないということで御理解願いま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ５番。

○５番（田利正文君） いずれ道が全部金属

の茶色いやつで全部統一して塀が造られると

思いますので、より安全になると思います。

それはそれできちっと生かしていきたい、い

ければいいなと思います。

次、キャンプ場の関係に入ります。最後の

ほうになりますけれども。

キャンプ場にトイレがあるのですよね。あ

のトイレに使っていて、中に入った人でない

と分からないのですけれども、夏場の日差し

が暑い日、トイレに入って戸を閉めてしまっ

たら網戸がないのですよ。暑くて用を足せら

れないのですよね。そんなものキャンプ場

だったら当たり前でないかと言われて、なか

なか手をつけてくれなかったのでないかとい

うようなことを言ってましたけれども、それ

はどうか分かりませんけれども、実際に網戸

をつけてほしいというふうに現場から要望が

上がって、つくまでに６年かかったと言われ

ました。このぐらいの小さい、こんなもので

すね。こんな小さい窓です。それ２枚あれば

いいのです。それが６年かかったというから

は、いや、何でだろうなと思って、私自身も

知りませんでしたけれども、そんなのがあり

ましたので、現地に今回行って、今回の令和

２年の見直し計画の中にきちっと、どこを直

すべきかというのは写真も入ってますので、

これにちょっと抜けているところだけ、

ちょっとお聞きしておきたいと思います。

改めて言いますけれども、去年の利用者人

数７００名ぐらいだそうです。バーベキュー

で昼間使った人は１,２００名、テントの持

込みは多分３５０名ぐらいでないかと、前回

の半分ぐらいですから、ちょっと数分かりま

せんね。今年はその７００名のうちの４割か

ら５割に減っているというふうに言っており

ました。

メロディー橋もこれも補修をするというこ

とになっているようですけれども、歩いてみ

たら改めて分かったのですけれども、吊り橋

の両端に落ち葉がたまっているのと水がた

まって水抜けないのですよ。よく見たら排水

溝というのですか、穴が４か所空いているの

ですね。だけれども、肝心の水たまるところ

に空いてないのですよ。あそこに穴を空ける

とだめなのかなという気がしたのですけれど

も、それが一つありました。

それからもう一つは、夏場の間だけ、もち

ろんキャンプですからそうなのでしょうけれ

ども、組立式のコインシャワールームという
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のですか、をぜひつくってくれないでしょう

かね。水道は来ているし、あとは排水どうす

るかだけだと思うのだけれども、小さなやつ

で簡単なやつでいいんだというのですね。来

られたキャンプの方が温泉どこ行けば入れま

すかと必ず言われるのだそうです。そうした

ら勧めるところないのですよね。芽登温泉か

雌阿寒まで行かなければだめなので。という

話をしてました。だから大抵キャンプ場行っ

たら、コインシャワーがあるのですね、やっ

ぱりね。それは設置することができないだろ

うかということもぜひ検討していただいて、

予算化できたらというふうに思います。

それからごみの持ち帰りの大きい看板をつ

けてほしい。というのは、テントを張ったと

ころ、フリーテントサイトの後ろ側は崖に

なってますよね。ここに投げていくらしいの

ですね。それから、バンガローの後ろ側にも

斜めのところあります。それから駐車場に一

旦帰るわけですけれども、そこでごみを駐車

場の前のほうのところに投げていくというの

はやっぱり目撃しているのだそうです。とい

うことがありますので、きちっとごみは持ち

帰ってほしいという啓発の看板を大きいのを

つくってほしいというのがありました。

それから、バンガローがありますけれど

も、カラマツ、カシワ、イチイとあるのかな

もそれの間に空き地があるのです、ちょうど

ね。そこのところにバンガローに入る人が全

部車行くらしいのですけれども、そこのとこ

ろを少し平らにならしてくれませんかという

のです。ならすとタープテントを張るとか、

車を１台そこに入れるというふうにできる

と、ほかのバンガローに行く人の車が通行し

やすいと。そこでちょっと引っかかるのです

よねという話をしてましたので、それも

ちょっと覚えておいてほしいなと思います。

もう一つは、専用の駐車場の後ろに、よく

見ましたらライオンズが提供してくれたので

しょうかね、車止めの柵があるのですね、高

いやつ。あれを奥にやるか、あるいは撤去す

るかしてもらえないでしょうかというので

す。結局昼間バーベキューをやるために大き

な人数で来たときに、車いろいろとぶつかる

車ある、当然なのですけれどもね。だから前

にとめなければだめだと。そうしたら車が出

入りできない、不便だというのですね。あれ

がもしもう少し後ろに下がっていれば、縁石

まで車のタイヤがぶつかるまで下がれますよ

ね。そういうふうにしてくれたほうがいいな

という話がありましたので、ぜひお願いをし

たいと思います。一応、そんなことを見てき

た範囲で伝えておきたいと思います。

これで、本当に最後ですけれども、町長も

前に言っておりました。里見が丘公園は足寄

町の誇るべき施設、場所だ、地区だという話

ですね。そのために生かせることをきちっと

生かしていきたいし、将来に残していきたい

というふうに言ってましたので、そのことが

できるように、今やるべきことはきちっと手

を打っていく。将来必要になるだろうという

ことについても、今きちっと調査研究をし

て、前もって手を打っていくということが

やっぱり必要だと思ってますので、そのこと

をできるようなことをぜひ考えていただきた

いというふうに思います。

以上で、終わりたいと思います。

○議長（吉田敏男君） それでいいですか。

これにて、５番田利正文君の一般質問を終

えます。

ここで、暫時休憩をいたします。

１１時５分まで休憩をいたします。

午前１０時５０分 休憩

午前１１時０５分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

次に、３番進藤晴子君。

（３番進藤晴子君 登壇）

○３番（進藤晴子君） 議長よりお許しを頂

きましたので、一般質問通告書に従い、一般

質問させていただきます。

質問事項、望まない受動喫煙をなくすため

に。コロナ禍の今、マナーからルールへ。

２０１８年７月に健康増進法の一部が改正
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され、学校・病院・児童福祉施設等、行政機

関は２０１８年７月から原則敷地内禁煙とな

り、２０２０年４月からは多くの施設におい

て、屋内が原則禁煙になりました。この改正

法は受動喫煙をなくすために、健康影響が大

きい持病をお持ちの患者さんや子どもたちに

配慮し、施設管理者が行うべきことについて

定めた法律です。

たばこの煙には、喫煙者が吸い込む主流煙

と、その周りの人が吸い込む副流煙の２種類

があります。副流煙には主流煙よりもニコチ

ン２.８倍、タール３.４倍、一酸化炭素４.

７倍含まれ、発がん性のある化学物質も煙に

含まれています。厚生労働省の推計では、年

間１万５,０００人が受動喫煙を受けなけれ

ば肺がん、虚血性心疾患、脳卒中、乳幼児突

然死症候群などの疾患で死亡せずに済んだと

しています。

国民の８割以上は非喫煙者です。さらに最

近の研究では、サードハンド・スモーク（三

次喫煙・残留受動喫煙）の危険性も言われ始

めています。喫煙後に服や壁に染み込んだ

り、呼気に含まれた有害成分が害を及ぼすと

いうものです。

コロナ禍にある今、世界保険機関（ＷＨ

Ｏ）は、喫煙は新型コロナウイルス感染症の

重症化の危険性を高めると注意を促し、日本

医学会もこぞって喫煙での重症化を訴える中

で、受動喫煙も確実な感染リスク因子と言っ

ています。

町民の健康を守るために、足寄町として受

動喫煙対策をどう進めていくのか、以下につ

いて伺います。

１、公共施設である行政機関、学校、病

院、介護施設等の屋外での喫煙場所設置状

況。

２、足寄町の喫煙者の推定人口。

３、足寄町の受動喫煙に対する課題と対

策。

よろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。

○町長（渡辺俊一君） 進藤議員の「望まな

い受動喫煙をなくすために」についての一般

質問にお答えいたします。

１点目の公共施設である行政機関、学校、

病院、介護施設等の屋外での喫煙場所設置状

況についてですが、健康増進法においては、

施設の種類・場所ごとに施設管理権限者が講

ずべき措置が定められ、行政機関、学校、病

院、児童福祉施設等は第一種施設として原則

敷地内禁煙、公共施設等や特別養護老人ホー

ムは第二種施設として原則屋内禁煙とされて

おります。

第一種施設においては、施設を利用する者

が通常立ち入らない場所に特定屋外喫煙場所

を設置することが可能であることから、役

場、消防庁舎に１か所ずつ設置しております

が、学校や病院、子どもセンターについては

敷地内禁煙とし、喫煙場所は設けておりませ

ん。また、第二種施設である公共施設等のう

ち町民センター、総合体育館、給食セン

ター、車両センターの４か所におきましては

屋外に喫煙場所を設置しておりますが、特別

養護老人ホームにつきましては敷地内禁煙と

しております。なお、町内の民間の介護施設

については各施設の管理権限者が法に基づき

適切に対応している状況であることを確認し

ております。

２点目の足寄町の喫煙者の推定人口につい

てですが、全町での調査を実施していないた

め、喫煙人口全体は把握しておりませんが、

特定健診の問診票で喫煙の有無を調査項目と

して設定していることから、特定健診受診者

における成人の喫煙率は、平成２９年度は男

性２８.２％、女性１１.４％、平成３０年度

は男性２７.５％、女性１２.３％と把握して

おります。

３点目の足寄町の受動喫煙に対する課題と

対策ですが、受動喫煙を減少させるためには

喫煙者の減少を図ることが必要と考えており

ますが、本町の特定健診受診者における成人

の喫煙率は横ばいとなっており、喫煙率を引

き下げることが課題と考えております。

対策としましては、新規喫煙者増加の防止
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や禁煙指導の充実、健康影響についての十分

な知識の普及が必要であるため、広報紙等を

活用した啓発や特定健診結果説明、母親教室

や乳幼児健診、職域での健康教室等のあらゆ

る機会を活用した情報提供のほか、健康診査

等の結果に基づいた禁煙支援や禁煙外来の紹

介等を行ってまいります。

今後とも町民の健康増進に向け努めてまい

りたいと思いますので、御理解を賜りますよ

うお願いを申し上げ、進藤議員の一般質問に

対する答弁とさせていただきます。

○議長（吉田敏男君） 再質問を許します。

３番。

○３番（進藤晴子君） では、再質問させて

いただきます。

公共施設等の現状について、１番ですが、

第一種施設の答弁の中で、原則敷地内禁煙で

すが、外に喫煙場所を設けている。設けてい

るところが役場、消防庁舎、あとは町民セン

ター、総合体育館もろもろの４か所というふ

うに伺いました。

ここでお聞きします。

そこの外に設けられている喫煙場所です

が、吸い殻や灰皿の管理をどうされているの

か、誰がどのようにされているのかお聞きし

ます。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

総務課では役場庁舎、消防庁舎も含めまし

て、それについてお答えをさせていただきま

す。

まず役場庁舎につきましては、北側の駐車

場のところに特定喫煙場所を設けておりまし

て、基本的に管理は総務課というよりは、そ

れぞれ役場内で喫煙されている方について、

吸い殻等を管理を、喫煙している者で管理を

するということにしております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 今の答弁ありました

けれども、町民センターあるいは総合体育

館、給食センター、これらについてのお答え

を頂きたいと思います。

教育委員会。教育次長、答弁。

○教育次長（沼田 聡君） 教育委員会の管

轄としている町民センター、総合体育館，給

食センターにつきましては、それぞれ役場と

同じように職員のほうが管理をしていて、時

には清掃業者のほうにお願いすることもあり

ます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） 車両センターの関係

は。

消防課長、答弁。

○消防課長（大竹口孝幸君） 消防につきま

しては、消防東側車庫裏に特定の喫煙場所を

設置しております。そこで個人で携帯の灰皿

というのですか、それを持ちながら吸ってい

る現状であります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 車両センターの関

係。建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） 車両センターに

つきましては、南側の車両センターの端角に

設置をしてまして、管理は同じくたばこを吸

う方が責任持って管理するというような形に

しております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） ありがとうございま

す。

私も見れるところはちょっと拝見しに行き

ました。それで気になったところは、消防署

のところは携帯の御自分のものでということ

で、特に問題ないのですが、灰皿がスタンド

式のものが置いてあって、もちろん吸われて

いる方が処理すると、役場のところ見に行っ

たときも役場の方が、僕がやるんだというよ

うな話をされていたので、そうですかと見た

ら、灰皿のそこから、入れる缶殻があって、

そこに入れるというような趣旨。そこからど

うするのかというところはちょっと多分その

方には分からないのかな。ごみに出す際にど

うされるのかなというところが気になったわ
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けです。なぜかといいますと、受動喫煙で煙

はもうもちろんなくなって、出てはいないわ

けですけれども、三次喫煙のことを考えたと

きに、たばこの灰殻をどのように捨てるか、

吸わない方がそれを処理するのはちょっとい

かがなものかなというふうにやはり感じまし

て御質問させていただきました。

最後のごみはどうされますか、ごみに出す

とき。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

先ほど進藤議員言ったように、最終的には

小屋の中のごみ箱、これに缶カン、これから

私も捨てることもありますし、場合によって

は公務補さんにお願いして捨てていただくと

いうふうな最終処理をしております。要は袋

に入れて捨てているというような形を取って

おります。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 燃えるごみの黄色い

袋に入れて、ごみ出しを吸われている方がさ

れているということに捉えてよろしいでしょ

うか。後は業者さんか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 半々ぐらいです

ね。すみません。申し訳ないです。気がつい

て、満杯になったときに、それを自らとか職

員、本当のごくわずかですけれども、あとは

清掃している方、公務補さんにちょっと捨て

ていただいているというのが現状でございま

す。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 正直に答えていただ

いてありがとうございます。

行ってみて初めて私も気づいたものですか

ら、やはりごみの処理はちょっとお考えにな

られたほうがやはりいいのかなというふうに

思いました。

では、次に参ります。

公共施設の、町の中の人にちょっと聞いた

ときに、病院やそのほかで設置されてないと

ころがございます。今回の法改正に従って、

その前からだとは思いますけれども、禁煙と

いうことで。ただ時間が長いので、本当に中

で吸ってないのか、それともどこかで隠れて

吸ってないのかというのは、私などよりも町

の中を見ている町民のほうがよく分かってお

りますので、やっぱりいろいろとお話を聞く

と、やはり吸ってらっしゃる方が、なぜそれ

が分かるかというと、ユニフォームを着たま

ま吸っているとか、そういうことがあるそう

なので、その辺のことはやはり、これは役場

というわけではなくて、その施設それぞれの

方が少しずつ根気よく職員指導をされていく

べきなのかなというふうに思いました。

では、次に参ります。

その前に、そのことを施設の方は知ってい

らっしゃるのかどうか、ちょっとお伺いいた

したいと思います。病院事務長、お願いしま

す。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

当院は平成２３年１１月１日から禁煙外来と

いうものを設置しておりまして、この禁煙外

来を設置するに当たりまして、敷地内禁煙で

なければこの施設基準を取れないということ

でありますので、基本的というか、絶対敷地

内では吸えないということになってます。

今の質問ですが、そういった方がいるので

はないかという話ですが、私はそういったこ

とは把握はしておりません。基本的には例え

ば道路で吸っているとかというのは、法的に

は問題ないというか、施設基準上では問題は

ないのですが、もしかしたらそういう方がい

らっしゃったのかもしれないですね、今の

話。病院なのかどうかも分からないですが、

今のお話聞きましたので、改めて全体の会議

の中で、そういった話がありましたよという

ことは私のほうからもお話はしたいなと思い

ますが、基本的にはないというふうに思って

おります。

以上でございます。
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○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） なかなか法律はス

ルーするところが、抜けるところは抜けられ

るようにつくられているものだとはよく思っ

てます。施設内からちょっと道路に出たらば

オーケーというような、病院側からするとや

はりそうであって、上の者としてはそう答え

ざるを得ないと思いますが、町民からそうい

うようなクレーム、クレームまでいきません

けれども、そういうところが見受けられてま

すので、よろしく御指導のほどお願いいたし

ます。

では、次に参ります。

この質問をするに当たり、私み大変悩みま

した。私が言うべきか、どうなのかというと

ころもあったのですけれども、やはり医療関

係者であることからやはりせざるを得ないだ

ろうということで今回質問したのですが、い

ろいろ調べていくうちに、自分の分からない

ことも結構ありました。この改正法ができる

までのすったもんだしたこと、国がいろいろ

といろいろな業界団体から圧力があって、最

終的にはこの法律に収まったということも勉

強するに当たり、この問題は大変時間がかか

る問題なのだなというのを改めて自覚した次

第であります。

その中で、かなり厳しい対応をされている

ところがありました。奈良県の生駒市という

ところです。２０１９年４月から喫煙後４５

分間は庁舎内のエレベーターの使用を禁止し

ています。あと、都内のある産婦人科病院で

は、駐車場を含めた全ての敷地内を電子たば

こ、無煙たばこであっても禁煙とし、喫煙後

４５分間は院内への立ち入りを禁止していま

す。なぜかといいますと、吐いた息、呼気で

すね、吐いた息が有害物質がなくなるまでに

４５分かかるという、そういうデータが出て

おりますので、これをそのまま取ると１時間

おきに喫煙すると一日中ずっと自分は吐いた

息で人に有害物質を届けてしまうというよう

なことになります。この２つの施設の対応は

普通の企業であるとか、ほかのところでなか

なかできない、現実的ではないというような

意見も出ておりますが、市役所は誰でも来る

ところ、そして産婦人科病院は当たり前です

が妊婦さん、胎児への影響を考えてのそうい

うことだと思います。

要は、三次喫煙のことを考えますと、どん

なに現状のルールを守って喫煙する方であっ

ても、完全に防ぐのは難しいというのが現状

だと思います。

厚生労働省は敷地内、屋外の喫煙場所を決

して推奨しているわけではありません。三次

喫煙の危険性を考えたときに、足寄町の公共

施設の敷地内、屋外の喫煙場所をどういうふ

うに捉えるか、お聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 公共施設の喫煙場所

でありますけれども、何か所か、４か所です

かね、設けているところでありますけれど

も、やはりたばこを吸われる方もやっぱりい

らっしゃって、なかなか禁煙できれば一番い

いのでしょうけれども、なかなか禁煙もでき

ないという方もいらっしゃる。それから、本

数も減らして、例えば職場の中で長時間にな

りますけれども、吸わなくても済むのであれ

ば、それはやっぱり一番いいのかなというよ

うに思います。健康にとってもいいのかなと

いうように思っています。ただ、なかなかそ

うはいってもなかなかやめられない方もい

らっしゃる。たばこを吸う権利というのも

やっぱりあるのだろうというように思ってい

ます。

そうした中で、先ほどお話あったように、

例えば職場から離れて道路でたばこを吸うだ

とか、そういうことに走られてもやはりこれ

はやっぱり問題なのかなというように思って

います。

そういったことを考えると、やはり推奨は

されていないかもしれませんけれども、特定

屋外喫煙場所というのが設けられるのだとす

れば、取りあえずそういったところを設け

て、その中できちんと決められたところで決

められた中で、たばこを吸っていたただくと
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いうのが、取りあえず当面はいいのかなとい

うように考えて設定をしているところであり

ます。

当然、先ほど言われたように、１時間おき

ぐらいにたばこを吸うと、もうずっと周りの

人たちに対する害というのがあるということ

でありますので、そういったことで考えてい

くと、やはり自分もそうですけれども、自分

もそうだし周りの人たちの部分についても、

禁煙というのがやっぱり一番いいのだろうな

というように思ってはいいますが、そこまで

に行くまでの間、当面、当然禁煙を勧めてい

くという形にはなるのだと思うのですけれど

も、当面、しばらくの間はそういう特定の喫

煙場所というのを設けなければならないかな

と、今のところはそういうように考えている

ところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 当面はもうこの状態

で続けていくということとして受け取りまし

た。それはもう仕方がないことだと私も思い

ます。

２０１８年にある日本医療政策機構の中で

ネット調査、１,０００人に対してネット調

査をしたそうです。意識とか喫煙に対する意

識であるとか、受動喫煙に対することとか、

もろもろかなりの項目についてやってました

ので、その中から抜粋しますと、要は２割の

方が、これは１,０００人は吸っている人も

吸わない方も両方いらっしゃったわけで、２

割が受動喫煙という言葉自体をよく知らない

というのが出てます。あと知っていても、た

ばこと肺がん、肺がんには関連しているよね

というようなぐらいのレベルしか、他の病気

については理解がない。そういうような結果

でした。ですが、意識というところで見てみ

ますと、受動喫煙から守られる環境を整備す

べきかというような問いに対しては、それは

すべきであると答えた方が、吸わない人が７

３.４％、吸っている方５１.６％となってい

ます。喫煙者であっても、吸わない方に受動

喫煙をさせたくないという人がやはり多いの

だと思います。医師会で禁煙対策について、

医師会だけではなくいろいろな冊子が出てお

りますが、その中に「禁煙対策は愛である」

と、日本医師会の出している中に書いてあり

ました。禁煙は愛、ラブですね。受動喫煙対

策もやはり愛なのだと思います。思いやり。

なぜかといいますと、他者に対しても他人に

対してもそうですけれども、仕事柄高齢者の

御夫婦がうちに見えております。その中で、

御婦人のほうが、奥様のほうがいつもぜんそ

くであるとか、いろいろな病気をお持ちであ

る。冬場になると、どんどん悪くなる。なぜ

かというと、気圧の関係、いろいろなことも

もろもろございます。ですが、御主人がたば

こ、ヘビースモーカーだと。本当にやはり多

いのですね、７０、８０代の方。ちょっと外

で吸っていただけると本当に症状が軽くなる

のに、だけれども、寒いからとかいって奥さ

んの話は聞いてくれない。やはりそういう御

夫婦は多いのではないかと。完全に三次喫煙

を防げないとしても、ちょっと外で吸うだけ

でもやはり全然違うと思います。やはりそう

いう思いやりを他者に持つということが非常

に大切であり、この受動喫煙対策の根本では

ないかなというふうに私は思います。

受動喫煙について、正しい知識を身につけ

て、煙を持ち込まなければ、また今の現状の

ルールを守って喫煙すれば問題がないという

わけではないという、三次喫煙の危険性につ

いて、どうぞ十分に職員方に御指導を継続的

に、これは御指導を頂きたいと思いますがい

かがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 今お話ありましたよ

うに、当然禁煙してたばこ吸わないというの

はやっぱり一番だというように思っていま

す。ただ、なかなかやめられないという方も

いらっしゃって、ただ今なかなか吸う環境と

いうのは、自由に吸える環境はなかなかなく

なってきているという部分もあって、多分今

まで以上にたばこを吸う機会というのは少な
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くなってきているのだろうなというように

思っていますが、やはりいろいろなこと、今

お話あったように、本人もそうだし、それか

ら周りの人たちに対する影響というものもあ

るわけですから、なるべく禁煙に向かってい

く、そういった方向に進んでいかなければな

らないだろうというように思っています。

そういうことで、今後も職員に対して、町

民に対してもそうですけれども、職員に対し

ても禁煙をしていくような方向になるべく進

んでほしいということで、啓発なり広報等を

していきたいというように考えております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 継続的に、多分すぐ

やっても結果が出ないことではあるとは思い

ますが、少しずつ少しずつでいいので、継続

的にもこれからもやっていっていただきたい

と思います。

では、次の質問に移ります。

足寄町の喫煙推定人口について。これは出

ないだろうと思っておりましたが、特定健診

のデータから喫煙率というのは継続的に見て

いかれているというのはもう知っておりまし

た。答弁の中にも平成２９年度男性２８.２

％、女性１１.４％、３０年度男性２７.５、

女性１２.３とあります。

私も健康づくり委員会、足寄町の健康づく

り計画の委員として携わってまいりまして、

いつもここの一番下のほうに成人の喫煙率と

いうふうなところがございます。そこがやは

り気になっておりました。なかなか横ばい状

態で、これが問題なのだろうなというふうに

は思っておりましたが、データが国保特定健

診受診者の方のデータでしかないですね。そ

こがまずは問題なのかなというふうに思って

います。たしか去年かおととし、いつだった

か忘れましたが、健康づくり委員会の中にも

役場の保健師さん、そして医療従事者、３病

院の医療従事者、そしてほかのいろいろな

方々が集まってらっしゃいます。その中のお

一人が多分ここに初めて、健康づくり委員会

に初めてお出になって、どういうことをやっ

ているのだろうなと思って聞いてらっしゃっ

たのだと思います。その中で、足寄町の健康

づくり計画の委員さんが国保の特定健診受診

者だけが対象者なのか、社保もいるし、ほか

にもいるだろう。そういうことの計画を立て

ていて、町民の健康づくりを本当にしている

と言えるのだろうかというような意見、貴重

な意見ですね。私も医療従事者として、全然

思いもつかなかったことでしたが、やはり意

見がありました。やはりこの委員会というの

は、本当にずっと続けていかなくてはいけな

いのだろうなというふうに感じた次第です。

そこでお聞きします。

その時点で、社会保険加入者の特定健診

データは社会保険診療支払基金が持っている

わけですが、そちらから頂けるようになった

のか、よろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 特定健診の、今町で

把握できるのは本当に国民健康保険だけなの

ですけれども、社会保険ですとかそういう部

分についての状況というのは今きちんと把握

はしてございません。そういったデータを頂

けるものかというのを、ちょっと今段階、こ

こではちょっと把握してございません。もし

も必要であれば、後ほど確認させていただき

たいというように思っております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） それでは、よろしく

お願いします。

要は、もらえたかもらえなかったか、あと

働きかけをしたかしなかったか、そこだけを

ちょっと私は知りたいので教えてください。

より多くの町民のデータがやっぱり必要で

あります。国保のデータだけでもかなりです

けれども、これからデータを民間のほうに委

託されて分析されるというような、たしかそ

ういうような話だったような、違ったらすみ

ません、そういうような話だったような気が

いたします。
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ぜひ有効な分析となるように、そういう民

間を委託されるのであれば、一回町にもらっ

て、そして渡すのではなくて、ダイレクトに

社保のほうに、社会保険診療支払基金のほう

に渡すということがやっぱり外に漏れないよ

うな、そういうようなことになるかと思いま

すので、ぜひいい機会だと思います。こうい

うことをするので、ぜひデータをくれという

ことを社会保険診療支払基金に申し出ていた

だきたいなと思います。いかがでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの進藤

議員の質問にお答えしたいと思います。

今回、前回の補正予算で、外部にデータ分

析をお願いするというような予算で、委託の

予算を頂いたところなのですけれども、こち

らにつきましては、国民健康保険のほうの対

象者となっておりますので、先ほど町長から

もちょっとお話ししましたけれども、社会保

険診療報酬のそちらの社保の関係につきまし

ては再度確認をしていきたいと思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 分かりました。ぜひ

確認してください。お願いいたします。

では、３つ目の問題に対しての再質問をさ

せていただきます。

足寄町の受動喫煙に対する課題と対策の答

弁に対してですけれども、先ほど答弁ありま

した中で、最後２枚目のほうですね。特定健

診の結果説明や母親教室、乳幼児健診、職域

での健康教室等のあらゆる機会を活用した情

報提供というふうになってますが、現在そう

いう外に出て、職域での健康教室等はどのよ

うな形で、もしやってらっしゃったら教えて

ください。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） まず職域での健

康教室なのですけれども、各事業所のほうか

ら健康教室等の講話等の御依頼を頂いた際に

はお伺いしまして、お話をさせていただいて

いるほか、老人クラブですとか、そういうと

ころでの健康教室等でのお話もさせていただ

いております。

具体的にこちらのほうからこのようなお話

をしますというような、喫煙とかそういうこ

とでの講話を設定しての全体的な講習会と

か、そういうものは開催しておりませんけれ

ども、小さなグループとか、そういうところ

で情報提供をするように努めております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 喫煙に限ってという

ことではなくて、健康づくりをしていく中で

その中に折り込んでいくということですね。

それでよろしいかと思います。ぜひ、それが

年にどのくらいでしょうか。継続的にやって

いかれているのでしょうか。足寄町の健康づ

くり計画というのがあって、その中で評価目

標であるとかデータは出ているのですけれど

も、どういう具体策、どういうものをプラン

をやっているのかというのがちょっと今私の

手元にあるものはないもので、継続的に毎年

このような形でやっているというのがありま

したら教えてください。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 先ほどお話しし

た老人クラブ等につきましては、毎年年度当

初にどのような事業をするかという計画を担

当のほうと詰めていただいておりまして、そ

の中で例えば喫煙もそうですけれども、喫煙

は口腔ケアとかにも関連しているとか、いろ

いろなことがございますので、その中で栄養

の指導とかそういうものと併せて、あと歯科

ですね、とかと併せてお話をするような計画

を立てさせていただいております。

毎年、いろいろな項目がございますので、

昨年やらなかったから今年はこういうのにし

ようかとかというのも、計画的にやっている

ところです。

また、職域での健康教室等につきまして

は、このようなことをお受けしておりますと

いうことで周知もしておりまして、ぜひ皆さ

んのほうからお声がけ頂きたいな思っている
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ほか、あと広報等で町で出前講座とかもやっ

ているということで周知もしておりますの

で、こちらのほうから計画的な投げかけとい

うのは、そこまではしてはおりませんけれど

も、活用していただけるような情報提供はし

ております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） あと、回数のほ

うは今現在ちょっと手元に持っておりませ

ん。申し訳ございません。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 毎年練って行ってい

るということで、町民に対してもいろいろな

団体に声かけ、周知はしているということで

すね。それに対する反応はどうでしょうか。

要は幾らこちらが投げかけても、これはたば

こに限ったことではございませんが、町民の

反応がちょっとあまりないなという部分がか

なりあるかと思うのですけれども、いかがで

しょうか。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 終わった後に、

参考になりましたというような声もあります

けれども、確かに反応といいますか、その結

果がどれぐらい反映されているかというのは

確かに数値とかでは押さえてはいないところ

が現状だと思っています。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） できれば、高齢者に

対してはなかなか難しいかと思いますが、そ

ういう反応であるとか、終わった後にちょっ

とした簡単なアンケートであるとか、お取り

いただくとより充実したものになるのではな

いかなというふうに思います。

では、次に移ります。

今回、北海道の基本理念というところで、

ちょっと見てみたのですが、皆さんも知って

らっしゃると思いますが、北海道の喫煙率と

いうのは２０１６年で一番トップなのです

ね。その後もそんなに急に下がることはな

く、そういうのも踏まえた上で北海道の基本

理念の一つ目に、「本道の成人喫煙率や肺が

んの死亡率、罹患率が全国よりも高いことや

受動喫煙が健康に悪影響を及ぼすことを認識

し、全ての方に望まない受動喫煙を生じさせ

ない、受動喫煙ゼロの実現を目指す」という

ことで、かなり大きなポスターも結構配られ

ていまして、病院関係者、そういうところに

や福祉関係のところに貼ってあると思いま

す。すごいな、受動喫煙ゼロだと私も思いま

して、でもよくよく調べても、受動喫煙本当

にゼロにするには、町長も先ほど言われてま

したけれども、やはりもう禁煙対策を同時に

進行していかないと進まないわけです。

では、一体どのようにすることが足寄町で

は一番有効な受動喫煙対策なのだろうという

のを延々考えてましたけれども、なかなか私

も思いつきませんでした。それで、要は問題

としては、たばこ人口を減らせばいいわけで

すね。たばこ対策には入り口と出口が重要だ

という、そういうコメントがネットに書いて

ありまして、なるほどと。子どもたち、まず

は若年層、子どもたちや若年層に吸わせない

ことがまず必要。そして、喫煙者、今吸って

らっしゃる方を少しずつ禁煙に誘導してい

く。これさえ試行していけば、徐々に徐々に

進捗状況、健康づくり計画の中でも喫煙率は

下がっていくのではないか。かなり時間はか

かるかとは思いますが、もうこれしかやはり

ないのだろうというふうに思います。

数年前に健康づくり計画の中で、委員の中

で、保健所のほうからの方が見えまして、そ

の方がこうこうこういうような法案ができる

のだけれども、ざるのような法案なんだよね

と、ざるって何だろうといろいろ思いました

けれども、要は規制力がない。それをやらな

くても罰則がない、そういうものなのだろう

なと。でもそれが悪いのかというと、私はざ

るはざるなりのざるのやり方があると思うの

ですよね。いや、喫煙をさせるには、ではた

ばこを禁止すればいいじゃないかと。国が認

めている喫煙であるのに、喫煙者をそんなに
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いじめていいのかというようなこともネット

でもよくよく出ております。それはもちろ

ん、私も当然だと思います。たばこの文化と

いうのもずっと探っていくと、結局は国が兵

隊さんにガス抜きのためにお渡しし、その人

たちが戦後帰ってきて、みんながもちろんた

ばこを吸うようになると。そして専売公社に

なり、そうやってお金儲けをし、要は国が扇

動してやってきたことであります。では、こ

こで一回、パラリンピック、オリンピック、

その前のラグビーのワールドカップ、その辺

を踏まえた上で、一気に受動喫煙対策と出し

ても、それはなかなかみんなが受け入れない

だろうというふうに個人的に思うわけです。

世界では、たばこに関しては４段階にラン

クづけされていて、日本は一番下のランクで

すね。それで、今回この受動喫煙の基本改正

法が出て、１ランク上に上がったらしいで

す。それで喜んでいるみたいですけれども、

国のほうは。それでいいのかなというふうに

私は個人的には思います。

そういうことなので、喫煙者を少なくして

いくためは、まずは子どもたち、若年層だと

思いますが、ここで質問させていただきま

す。

中学生や高校生に受動喫煙対策の教育は行

われたことがあるのか。厚生労働省のページ

を見てきますと、ホームページ見ますと、と

てもすてきな、絵もかわいくて分かりやすい

中学生に対するパンフレットと高校生に対す

るパンフレットが出ております。あら、これ

はいいものだわと。これはもう子どもたちで

はなくても高齢者も使えるのではないかとい

うようなものが出ておりますが、今までそう

いうものを取り入れたことはありますか。お

願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お答えをいたし

ます。

小学校、中学校ともに禁煙教育の中で、保

健体育の中で、授業の中で、喫煙について禁

煙についてどうなのかということをしており

ます。病気の予防という章立ての中で、生活

の仕方と病気、あと喫煙の害についてどうな

のかと。ちょっと学習内容、もっと細かく言

うと、喫煙が習慣化になりやめられなくなる

ことや、がんや心臓病にかかりやすくなるこ

と、あと二十歳未満の喫煙は法律で禁じられ

ていること、受動喫煙での周りの人に害を与

えることがあること、こういうことを授業の

中で小学生、そして中学生についても、中学

校についても保健体育の教育課程の中で実施

をしております。併せて、薬物の乱用防止の

教室もあるのですが、その中でもたばこの関

係について触れております。

高校については、ちょっと所管外なので、

そこまでは回答できませんので、よろしくお

願いいたします。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 教育をされていると

いうことで安心いたしました。それもどうぞ

継続されて、そして喫煙、たばこの害につい

てもどんどん変わって新しいデータが出てき

ております。先ほど言いました三次喫煙につ

いてもまだ研究段階とは聞いておりますが、

そういうものも含めて少しずつ内容も新しく

バージョンアップして教えていっていただけ

ると幸いだと思います。

先ほども言いました、喫煙者を禁煙に誘導

するのは本当に時間もかかりますし、計画的

に継続した施策が、対策が必要かと思いま

す。どうぞ健康づくり計画の中に組み込んで

いっていただいて、継続的に見ていき、そし

て、効果、評価もしていっていただきたいな

というふうに思いますが、いかがでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 現在、足寄町で

策定している第２次足寄町健康づくり計画の

ほうには、喫煙という項目がございまして、

あまり多くはございませんが、基本的な考え

方ですとか、現状と目標ということで、成人

の喫煙率の減少を目標と掲げておりまして、

対策としては教育とか啓発の推進をするとい
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うような項目は掲げてございます。

おっしゃるとおり、今後、周知とかに取り

組んで、さらに評価をして、今の足寄町の目

標値に向けて改善できるように取り組んでい

きたいと思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） 目標値に向けて取り

組んでいただきたいと思います。

ただ国の目標値は１２.２、かなりの差が

あります。あせらずじっくりとゆっくりよろ

しくお願いいたします。

今までの話の中で、やはり皆さん、対策を

していく、行政もしていっていただける、町

民に対してもアプローチしていっていただけ

るというお話でしたので安心したのですが、

民間の企業ですね、私ちょっと心配なのは。

なぜかといいますと、民間企業の社長さんで

あるとか、お会いすることがありまして、ど

うなっているというふうにお話を聞いたとこ

ろ、親会社や、もちろん金融機関もそうで

す、親会社やそういうものがあるところはも

ちろん親会社からルールにのっとって改正し

ろというような話が来ているらしく、それを

きちんと守っているという話を何社か聞いて

います。ただし、本当の民間の小さな企業に

関しては、何それ知らないよという話を何人

かから聞いております。どうなっているのだ

ろうと。私たちは普通のお店はきちんと今対

応、飲食店に関しては対応されていると思い

ます。飲食店には行く機会がございますの

で、それは目に見えて分かることなのですけ

れども、一般企業にはなかなか足を運びませ

ん。だからどうなっているのかよく分からな

いというところでございます。どうしてだろ

うと思って、一応保健所に連絡をして聞いて

みました。どういう周知方法なのでしょうか

ということで。保健所の回答としては、飲食

店業界には直接保健所のほうから改正案に関

しての周知をしたと。民間企業に関しては、

商工会を通じてやっていますということで、

分かりましたということでお電話をお切りし

たのですが、では、我が足寄町の商工会はど

うかなと聞いたところ、聞いてませんという

ことなのですね。それが結局この法案のざる

と言っていた部分なのかなというふうに、誰

がどういうふうに周知する、先ほど言いまし

た北海道の基本理念の一番最後のところに、

３つ目のところに「道や道民の方々、事業

者、関係団体のそれぞれの責務の下、協働し

ながら道民活動、道民運動として受動喫煙対

策を推進する」、いろいろな取り方ができる

ように書かれているような気もいたします

が、責務の下、どう思っているかによって全

然違うと思うのです。なので、誰が音頭を

取ってやるのか、保健所なのか、町なのか、

何なのかというところが、基本理念ですので

もっと具体的なところにはもっと書いてある

のかもしれませんけれども、これを伺うに

はっきりしてないなというような印象を私は

受けました。

企業の、多分勉強会もできますよというよ

うな形で投げかけても、企業がそれに食いつ

いてくるとはとても思えないのですね。なぜ

かというと、金融機関などはとても厳しい対

策を取ってらっしゃって、勤務時間内は一切

車でも絶対だめというふうになっています

が、そうすると外回りの人はそういう小さな

企業のところに行って、喫煙所でゆっくりた

ばこをふかしていると。それが現状らしいの

です。そういうところなので、ぜひ商工会

は、そうですね、町から言われたら僕たちも

やるというような感じでございました。その

辺はどうなのかということをちょっと確認し

ていただきたいのですけれども、国がやり始

めた事業だとは思います。どこがどうしなさ

いと決まっていることではないように私は思

えます。ただ、せっかく改正法が出たのだか

ら、それなりに使わないと、このタイミング

を逃すといけないと思うのですね。その辺の

ことをどう考えられますか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） コロナもそうだった

ですけれども、やっぱりそれぞれ役割分担と
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いうのがあって、それぞれの役割分担を果た

しながらやらなければならないというふうに

考えています。

ただ、そうはいっても町の場合でいきます

と、町民の皆さんたちに対する啓発活動だと

か広報だとか、そういったものをやらなけれ

ばなりませんし、そういった部分の中で、町

内にある事業者の皆さんも当然そういうもの

も見ていただいているというように思ってま

すので、これ見ていないとどうしようもない

のですけれども、見ていただいていると思い

ますので、そういう広報活動、周知、そう

いった部分はやられているのかなというよう

に思っています。

ですから、特に町としては町民に対する周

知だとか、そういう健康を守っていくといっ

た部分をやっぱり重点にやるのかなというよ

うに思いますし、事業所の部分というのは

やっぱり保健所だとかそういったところが

やっぱり重点的にやっていただくような形に

なるのかなというように思っています。

ただ、先ほどもお話あったように、いろい

ろなところからいろいろな広報、周知、そう

いったものがされて、そういったものが複合

的に町民であったり、事業所であったり、そ

ういったところにきちんと届いていくと、そ

のに中でやはりこういうものを守ってやって

いただくということになっていくのかなとい

うように思っていますので、当然国だとか、

それから道だとか、近いところでいくと保健

所だとか、町だとか、いろいろなところでそ

ういう広報活動をやる、そのことによって皆

さんが禁煙が大切ですよとか、それから受動

喫煙をなるべく避けるようにしなければなら

ないねというような、そういう気持ちになっ

ていただく、そういったことがやっぱりこれ

からもやっていかなければならないのかなと

いうように思っているところであります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ３番。

○３番（進藤晴子君） では、抜け落ちてい

る企業に関しては、それは保健所だというこ

とに捉えてよろしいですか。よろしいでしょ

うか。分かりました。それは、では商工会と

掛け合います。分かりました。

最後になります。

新型コロナウイルスもまだ収束しておりま

せん。いつ収束するか分からない現状ですけ

れども、やはりこの受動喫煙の対策を進めて

いくことは極めて今は重要なのかなと思いま

す。ぜひ、この機会に積極的に、先ほど企業

と言いましたけれども、企業の周知は保健所

で、それはいいのですが、何か勉強会を開く

というときに企業だったら一つやれば何十人

もできるわけですよね。そういう意味では、

みんなを寄せ集めてやるのではなくて、企業

に声かけていくことはかなり有効な手段なの

かなというふうには、私は個人的には思って

おりますので、今後検討していただければな

というふうに思います。

足寄町もいろいろと観光地でございます。

人がいっぱい来ます。今コロナで少し減って

おりますけれども、この自然豊かな足寄町、

もう一つ、クリーンな足寄町ということで、

やっぱりアピールできるように、今後この受

動喫煙対策に取り組んでいっていただきた

い、そのためには町がしっかり頑張っていた

だいて、ただ行政だけでできることではあり

ませんので、企業もあと町民も一緒になって

そういう運動に、ブームになっていければい

いかなというふうに私は思いまして、今日の

質問を終わらせていただきます。

最後にスワンスワン、数字の２は白鳥の形

をしております。スワンスワンで禁煙、スワ

ンスワンで禁煙をというスローガン、これは

毎月２２日が禁煙の日というふうになってお

ります。こんなことも少しずつ取り入れなが

ら、町民にアピールしていただきたいと思い

ます。どうもありがとうございました。

○議長（吉田敏男君） これにて、３番進藤

晴子君の一般質問を終えます。

もう時間になりましたので、昼食にしたい

と思います。１時再開でお願いをいたしま

す。
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午後１２時００分 休憩

午後 １時００分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

◎ 報告第１７号

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 報告第１

７号令和元年度足寄町の健全化判断比率及び

資金不足比率の報告についての件を議題とい

たします。

本件について、報告を求めます。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） 追加提出議案書

の１ページをお開き願います。

ただいま議題となりました、報告第１７号

令和元年度足寄町の健全化判断比率及び資金

不足比率の報告について、御説明申し上げま

す。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律

第３条第１項及び第２２条第１項の規定によ

り、健全化判断比率及び資金不足比率を監査

委員の意見をつけて、次のとおり御報告をす

るものでございます。

まず１点目といたしまして、地方公共団体

の財政の健全化に関する法律第３条第１項の

規定に基づく健全化判断比率でございます

が、実質赤字比率、連結実質赤字比率ともに

黒字であるため数値の表示はございません。

実質公債費比率は９.１％でございます。

将来負担比率はマイナスでございますの

で、数値の表示はございません。

２点目は、法律第２２条第１項の規定に基

づく公営企業会計の資金不足比率でございま

すが、上水道事業会計、国民健康保険病院事

業会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業

特別会計、いずれの会計におきましても資金

不足は生じておりませんので、数値の表示は

ございません。

２ページ及び３ページに監査委員の意見書

を、４ページ及び５ページにそれぞれの比率

の積算資料を添付しておりますので、御参照

をお願いいたします。

以上のとおり、御報告申し上げます。

○議長（吉田敏男君） ただいまの報告に対

し、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これをもって、報告を終わります。

◎ 議案第８１号から議案第９０号まで

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 議案第８

１号令和元年度足寄町上水道事業会計剰余金

の処分及び決算認定についての件から日程第

１２ 議案第９０号令和元年度足寄町資源ご

み処理等事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件までの１０件を一括議題といたしま

す。

本件について提案理由の説明を求めます。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、議案第８１号令和元年度足寄町

上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定に

ついて、及び議案第８２号令和元年度足寄町

国民健康保険病院事業会計決算認定につい

て、並びに議案第８３号令和元年度足寄町一

般会計歳入歳出決算認定についてから議案第

９０号令和元年度足寄町資源ごみ処理等事業

特別会計歳入歳出決算認定についてまで、一

括提案理由を御説明申し上げます。

議案書の１８ページをお願いいたします。

議案第８１号令和元年度足寄町上水道事業

会計剰余金の処分及び決算認定について御説

明申し上げます。

地方公営企業法第３２条第２項の規定によ

り、令和元年度足寄町上水道事業会計決算に

伴う剰余金を剰余金処分計算書案のとおり処

分し、あわせて同法第３０条第４項の規定に

より、令和元年度足寄町上水道事業会計決算

を監査委員の意見をつけて議会の認定に付す

るものでございます。

次に、議案第８２号令和元年度足寄町国民
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健康保険病院事業会計決算認定について御説

明申し上げます。

地方公営企業法第３０条第４項の規定によ

り、令和元年度足寄町国民健康保険病院事業

会計決算を監査委員の意見をつけて議会の認

定に付するものでございます。

次に、追加提出議案書の６ページをお願い

いたします。

議案第８３号令和元年度足寄町一般会計歳

入歳出決算認定について御説明申し上げま

す。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町一般会計歳入歳出決算

を監査委員の意見をつけて議会の認定に付す

るものでございます。

次に、議案第８４号令和元年度足寄町国民

健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて御説明申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけて

議会の認定に付するものでございます。

次に、議案第８５号令和元年度足寄町簡易

水道特別会計歳入歳出決算認定について御説

明申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町簡易水道特別会計歳入

歳出決算を監査委員の意見をつけて議会の認

定に付するものでございます。

次に、議案第８６号令和元年度足寄町公共

下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て御説明申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町公共下水道事業特別会

計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけて議

会の認定に付するものでございます。

７ページをお願いいたします。

議案第８７号令和元年度足寄町介護保険特

別会計歳入歳出決算認定について御説明申し

上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町介護保険特別会計歳入

歳出決算を監査委員の意見をつけて議会の認

定に付するものでございます。

次に、議案第８８号令和元年度足寄町介護

サービス事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて御説明申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町介護サービス事業特別

会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけて

議会の認定に付するものでございます。

次に、議案第８９号令和元年度足寄町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て御説明申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけて議

会の認定に付するものでございます。

次に、議案第９０号令和元年度足寄町資源

ごみ処理等事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて御説明申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、令和元年度足寄町資源ごみ処理等事業特

別会計歳入歳出決算を監査委員の意見をつけ

て議会の認定に付するものでございます。

以上で、議案第８１号令和元年度足寄町上

水道事業会計剰余金の処分及び決算認定につ

いて、及び議案第８２号令和元年度足寄町国

民健康保険病院事業会計決算認定について、

並びに議案第８３号令和元年度足寄町一般会

計歳入歳出決算認定についてから議案第９０

号令和元年度足寄町資源ごみ処理等事業特別

会計歳入歳出決算認定についてまで、一括提

案理由の御説明とさせていただきます。御審

議のほどよろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

お諮りをいたします。
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本件につきましては、議長と議会選出監査

委員を除く１１人の委員で構成する令和元年

度決算審査特別委員会を設置し、これに付託

して休会中の審査にすることにしたいと思い

ます。

なお、議会は令和元年度決算審査特別委員

会に対し地方自治法第９８条第１項の規定に

よる審査を付与することにしたいと思いま

す。

これに、御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本件については議長と議会選

出監査委員を除く１１人の委員で構成する令

和元年度決算審査特別委員会を設置し、これ

に付託して休会中の審査にすることに決定を

いたしました。

ここで、暫時休憩をいたします。

休憩中に特別委員会を開催し、正副委員長

の互選をお願いします。

午後 １時１４分 休憩

午後 １時２０分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

◎ 諸般の報告

○議長（吉田敏男君） 諸般の報告をしま

す。

令和元年度決算審査特別委員会の正副委員

長の互選が行われ、その結果の報告が議長の

手元に参りましたので報告をいたします。

委員長に髙橋秀樹君、副委員長に木村明雄

君、以上のとおりです。

◎ 散会宣告

○議長（吉田敏男君） 以上で、本日の日程

は全部終了をいたしました。

本日はこれで散会をいたします。

次回の会議は、９月１６日、午前１０時よ

り開会をいたします。

大変御苦労さまでございます。

午後 １時２５分 散会
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